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廃棄物の手引き」の整備によるゼロ・エミッション達成への取組み【事例１】 「

事業場名 東陶機器 株式会社 茅ヶ崎工場（神奈川県茅ヶ崎市本村２－８－１）

事業内容 システムトイレの組立て及び水周り商品の研究・開発と物流拠点

事業規模 従業員数：５５０名、協力会社員数：１５０名 合計：７００名

廃棄物データ 産業廃棄物 発生量計：３３２ｔ（2004年度実績）

１ 取組の概要

（１） 取組の経緯

東陶機器株式会社茅ヶ崎工場では、1998年

にISO14001の認証を取得しました。

このISO14001認証取得をきっかけに、従来

以上に廃棄物発生量の削減や分別の徹底等を

通じた廃棄物のリサイクル使用を推進しよう

としました。しかし、ボールペン一つとって

も、その素材にはプラスチックもあれば金属

もあることから、一般社員から「分別するに

は、何を、どこまで分けたらいいのですか

？」等の質問が出されました。

そこで、日頃から資材等の手配の仕事に携

廃棄物手引きの目次わっている購買管理チームとISOの事務局で

ある安全環境グループの共同で、一般社員の

疑問に答える資料づくりに取りかかりました。

（２） 取組の内容

その結果、社員の疑問に答え、廃棄物の適正

処理を推進させるために「東陶機器㈱ 茅ヶ崎工

場 廃棄物の手引き」を完成させ、各職場単位

に配布することになりました。初版は2003年2月

3日で、現在は2005年2月に改訂したもので活動

しています。

この手引きでは、廃棄物の適正処理のために

工場の一画に設置したリサイクルステーション

の場所等を紹介しており、カラーＡ5版で58頁で

リサイクルステーション案内図す。
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現在は、この手引きに沿って各職場で分

別された廃棄物を、原則毎日15:30～16:30

に、従業員がリサイクルステーションへ持

ち込む仕組みとしております。このリサイ

クルステーションは、一般廃棄物用と産業

廃棄物用の二棟に分けて一時保管していま

すが、一棟は約220ｍ （22ｍ×10ｍ）で、２

工場敷地面積約88,200ｍ （東西約400m、南２

北約200m）の西端に位置しています。

リサイクルステーション内配置図

２ 課題の解決に当たり苦労した点

この「廃棄物の手引き」の作成そして実際の運用に当たって苦労した点は、手引きに掲載

する情報の内容検討や活動を確実に定着させるための配慮事項の検討でした。

イ 「廃棄物の手引き」の内容について）

「廃棄物の手引き」の内容の一部を紹介します。

分別事例（廃プラスチック）

品名別索引
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「廃棄物の手引き」では、辞書形式で何をどう分別するのかを明記して約550品目ごとの

対象物名、処理の方法や注意事項、対象廃棄物ごとの1kg当たりの処理委託費（有価物の場

合は収入単価）を掲載し、廃棄物を外注処理委託することの経済的な負担の大きさや、確実

な分別をすることによって得られる経済的効果の大きさも意識してもらうように工夫してい

ます。

ロ）排出要領

リサイクルセンターへの持ち込みに当たっては、廃棄物の種類ごとに分けて、廃プラス

チック類等の一部廃棄物には排出職場名や管理者名を必ず記載するようにしています。

ハ）置き場の仕分け明示

置き場には文字表現に加えて対象物の絵や写真を一緒に掲示するようにして、リサイク

ルセンターでの分別保管を確実・容易に行えるように工夫しました。

ニ）リサイクルセンターの運用について

リサイクルステーションでは、土日を除く毎日15:30～16:30の１時間廃棄物の搬入を受

け付けています。

また、リサイクルステーションには、総務Ｇ購買管理チーム（１名）と安全環境Ｇ（２

名）が立ち会い、確実な分別状態を維持するために、持ち込まれる廃棄物の分別状態を確

認したり分別等に関する質問に対応しています。

３ 取組による成果

当社では、以前より各種廃棄物対策を積極

的に推進してきました。

そして、当工場では1998年のISO14001認証

、取得に伴う廃棄物関連活動の推進と相まって

いろいろな成果が得られています。

イ）ゼロ・エミッションの達成

再利用率の推移当社は、廃棄物の99％以上が再利用さ

れている（埋立て量が１％以下）状態を

ゼロ・エミッションと呼んでいますが、

2001年度以降この状態を達成しています。

ロ）排出量の削減

また当工場では、1998年度に比較して、

排出量と処理費用はそれぞれ約21％、36

％へと低減しました。

廃棄物の排出量と処理費用推移
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、 、一方 これまではさまざまなものが混在していたために廃棄せざるを得なかったものが

細かい分類で分別されることにより有価化、再利用できるようになりました。

４ 今後の課題

これまでの活動でも大きな成果を発揮していますが、更なる発展を考えると幾つかの課題

があります。

イ）更なる減量化を達成する

全社的な環境配慮活動や当工場のISO14001環境目的・目標の達成活動を通じて、全部

門で廃棄物の品目ごとの更なる減量化を推進します。

ロ）研究部門から発生する廃棄物量の削減

新商品開発活動の拠点でもある当工場では、新しい種類の廃棄物が発生することがあ

りますが、研究開発は会社の今後にとって大切な活動であることから、研究開発部門と

減量化を検討します。

ハ）廃棄物処理費の低減等に繋げる処理経費の各職場への分配方式の検討

廃棄物発生量削減の手段の一つとして、廃棄物処理費を各職場へ振り分けることによ

り、廃棄物処理経費の削減意識を廃棄物発生量削減活動に繋げる方策が考えられます。

この方策を実現させるために、各職場ごとの排出量を把握する仕組みを構築し、排出

量を提示することにより、経費削減活動に合わせた廃棄物発生量低減に向けた活動を推

進させます。


